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総
合
計
画

問　

第
５
次
総
合
計
画
を

成
功
さ
せ
る
た
め
の
市
民

意
識
高
揚
の
必
要
性
と
対

応
策
は
。

答　

新
た
な
総
合
計
画
の

実
現
の
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
や
意
識

の
高
揚
が
、
さ
ら
に
必
要

で
あ
る
。「
ま
ち
づ
く
り

は
人
づ
く
り
」
と
考
え
、

強
い
覚
悟
を
持
っ
て
取
り

組
み
た
い
。

教
育
施
策

問　

郷
土
愛
と
高
い
倫
理

観
を
養
う
た
め
の
教
育
施

策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答　
「
津
山
洋
学
」に
よ
る

郷
土
学
の
推
進
や
、
小
中

学
校
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

教
育
な
ど
を
実
践
し
、
子

ど
も
達
の
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
、
道
徳
心
を
育

み
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇

り
を
育
む
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

津山洋学資料館

高
い
市
民
意
識
の
醸
成
・

津
山
の
特
性
を
活
か
し
た

教
育

政岡哲弘

幼
稚
園

問　

旧
市
内
の
市
立
幼
稚

園
12
園
を
廃
止
し
て
２
園

が
新
設
さ
れ
る
が
、
私
立

幼
稚
園
に
対
し
、
同
等
の

支
援
を
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
の
か
。

答　

市
内
の
私
立
幼
稚
園

３
園
で
構
成
さ
れ
て
い
る

連
合
会
に
対
し
、
私
立
幼

稚
園
の
振
興
と
教
育
の
向

上
を
目
的
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
開
始

し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
で
は
、
国

は
「
施
設
型
給
付
」
と
い

う
新
た
な
枠
組
み
を
創
設

し
、
私
立
幼
稚
園
に
つ
い

て
の
選
択
肢
を
示
し
て
い

る
。

　

保
育
料
は
、
新
制
度
で

国
が
定
め
る
上
限
額
の
範

囲
内
で
市
町
村
が
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市

で
も
今
年
度
か
ら
市
立
幼

稚
園
の
保
育
料
を
改
定
、

私
立
幼
稚
園
や
保
育
園
の

保
育
料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
な
が
ら
見
直
し
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
◆
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

私
立
幼
稚
園
に
も

支
援
し
て
い
く
の
か

市政会
岡田康弘

ま
ち
づ
く
り

問　

原
点
に
立
ち
返
り
、

新
津
山
国
際
ホ
テ
ル
建
設

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が

市
の
考
え
は
。

答　

市
は
、
新
ホ
テ
ル
会

社
に
出
資
せ
ず
、
役
員
就

任
も
行
わ
な
い
。
事
業
内

容
の
「
中
・
長
期
収
支
計

画
」
な
ど
一
定
の
見
通
し

が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

市
は
、
国
の
補
助
金
に
対

す
る
地
元
自
治
体
負
担
の

み
を
考
え
て
い
る
が
経
営

体
制
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
く
。

駐
車
場
対
策

問　

津
山
駅
・
中
心
市
街

地
の
駐
車
場
不
足
対
策
の

た
め
、
ア
ル
ネ
津
山
駐
車

場
の
24
時
間
営
業
化
を
。

答　

警
備
安
全
対
策
等
を

調
査
し
た
結
果
、
地
下
駐

車
場
の
24
時
間
化
が
可
能

と
報
告
が
あ
り
、
前
向
き

に
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
学
校
給
食
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
第
５
次
総
合
計

画
を
「
市
民
計
画
」
に
す

る
た
め
の
体
制
な
ど
。

城
下
地
区
に
ぎ
わ
い

再
生
事
業
に
つ
い
て

緑風会
金田稔久アルネ津山駐車場入り口

市政のあり方を問う！


